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２．事業の概要と成果 

（１）上位目標の達成度 持続可能な自立発展の確立 

：ｺﾐｭﾆﾃｨの基盤強化、小規模商業農家・複合農業への転換 

・農家の集合体であるｿﾞｰﾝを基盤に専任の目的を持った各種委員会（養鶏、

家畜、マーケット）を農家が協議して独自に設立し、委員会を中心に農家同

士で協力して各種事業に対応する仕組みが定着しつつある。 

・ﾆﾝﾆｸ栽培と販売が強化され、換金作物栽培と販売先開拓に対する理解が進

み、新規換金作物（生姜等）栽培と販売先開拓が進められている。 

・養鶏、養蜂およびﾊﾟﾝ等の製造販売を新たに開始する農家が増えており、農

作物栽培以外の新たな収入方法が広まりつつある。 

・個別に村内で小規模ﾋﾞｼﾞﾈｽを開始する農家が現れており、今後も農家同士

の情報共有の広まりに併せて増加する事が予想される。 

（２）事業内容 農家が基礎力のある個人・グループ（近隣農家の集合組織）；(以下ｿﾞｰﾝ委員

会)の主体的な意思決定による商業的農業への転換を 3年間事業として取り組

んでおり、2 年次では特に以下の事業を実施した。 

(ア)ｿﾞｰﾝﾚﾍﾞﾙの活動強化

・情報発信と販路開拓を目的に「国際貿易展」「県の農産品品評会」「IWAM ﾊﾞ

ｻﾞｰ」および「Farmer’s Market」への参加を支援し、販路開拓、消費者ﾆｰｽﾞ

の理解、ｿﾞｰﾝ活動の重要性理解を図った。 

・販路開拓、販路に対応した品質管理（ｸﾞﾚｰﾄﾞ化等）および販売額設定等に

関して農家が主体的に動く様に養鶏委員会やﾏｰｹｯﾄ委員会へｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰとして

参加し、技術またはﾏｰｹｯﾄﾆｰｽﾞ情報等の支援を図った。 

・中間業者と農民ｸﾞﾙｰﾌﾟ(ｿﾞｰﾝ)代表との「お見合いﾌｫｰﾗﾑ」を実施し、ﾏｰｹｯﾄ

（中間業者）ﾆｰｽﾞ、販売ﾛｼﾞでの改善、お互いの情報共有を図った。 

・販路確保/拡大と対応の為にﾏｰｹｯﾄ委員会にて共同出荷/販売に係る重要性が

指摘され、各農家も必要性を意識している保管庫への技術的支援や情報提供

を図り、共同出荷/販売およびこれに伴う販売力強化に関する支援を図った。 

・家畜の病気や死亡による減収を減らすため、各ｿﾞｰﾝから 2 名の農家（計 6

名）を選出し、家畜の軽度疾患への初期治療および感染予防対策を目的とし

た家畜技能者育成ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを実施した。 

（イ）養鶏導入に伴うﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑの把握

・養鶏実施に伴う鶏卵の流通状況およびﾆｰｽﾞの把握を図り、戦略的な出荷/販

売を検討出来るために養鶏員会への参加および農家訪問を行い、鶏卵販売に

係る記録の重要性理解と定着を図った。併せて、養鶏員会（農家）による鶏

卵販売調査への支援を図った。 

・養鶏ﾊﾟｽｵﾝ実施と継続性を確保するため、主体的な役目を果たす各ｿﾞｰﾝの養

鶏員会へﾊﾟｽｵﾝ実施に伴う技術的（養鶏ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等）およびﾛｼﾞ面（ﾊﾟｽｵﾝ実施

に伴う農業省との連携調整等）での支援を継続的に実施した。 

・養鶏ﾊﾟｽｵﾝ実施に伴う雛購入・運搬等の実務作業への支援実施

・産卵種よりか鶏卵生産力は低いが放し飼いでの養鶏が可能で、体のｻｲｽﾞが

大きくなるため肉用にも適している国内改良種導入への支援（購入手続、運

搬）および飼育指導を実施した。（雛の購入費は農家負担） 

（ウ）換金作物の生産の多様化

・市場動向を考慮した上で気候条件、農家の栽培環境や収入が必要な時期等
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も含めた計画的な作物栽培計画として、農家個別の作物ｶﾚﾝﾀﾞｰ作成と定着を

図るため、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟおよび継続的な訪問による状況把握を通じた支援を実施。 

・各ｸﾞﾙｰﾌﾟ農家の栽培手法、堆肥活用および病害虫対策を意識した作付け配

置の情報共有および農家間での栽培手法に関する学びが出来る体制強化を図

るため、栽培ｺﾝﾍﾟﾃｼｮﾝを実施した。併せて、ｺﾝﾍﾟﾃｼｮﾝ評価者に伝達農家を含

める事で継続的および波及効果が促進される様に図った。 

・新規導入作物（人参、ﾋﾟｰﾏﾝ、茄子、唐辛子、ｲﾝｹﾞﾝ、苺）の栽培ﾌｫﾛｰと訪

問販売による周辺地域における販路開拓を図った。 

・換金性が高い新規作物として生姜の導入を積極的に進め（種子導入、栽培

技術、他地域国内栽培農家へｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰ、農業試験場訪問等）、新たな主要換金

作物の定着を図った。 

・病害虫対策を意識した輪作および栽培作物の作付け配置を指導し、作物の

収量および品質の向上への技術的支援を実施した。特に被害が大きいﾆﾝﾆｸの

ｻﾋﾞ病対策として消毒/殺菌剤の効果検証等知るため、農家と協力して試験栽

培を実施した。 

・過度の樹木伐採による保水力低下によって乾季の水不足が深刻化している

ため、農家からの要望に対応して植林研修（特に在来種の挿し木植林を実施

することで、ﾔｷﾞ等の食害や灌水不足による生育不良を防ぐ手法）を実施した。 

（エ） 高収益化

・継続した大型ｽｰﾊﾟｰへの直接納入によって、農家による自主的な農産物の等

級化が定着しつつあるため、関連する集荷および保管に対する対応を農家が

主体的に検討できる様にｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰ等の協力を実施した。 

・主要換金作物であるﾆﾝﾆｸのﾏﾗｳｲ国内および隣国における流通状況に関する

情報提供およびﾏｰｹｯﾄ紹介を行い、品質による販売額の違いを示すことで品質

向上に伴う収入向上への理解を促し、高品質なﾆﾝﾆｸ栽培への理解を図った。 

・病害虫被害の抑制と品質向上を目的とした栽培指導（単位面積当たりの栽

培調整等）を実施した。 

・ﾏｰｹｯﾄ委員会活動を支援し、販売価格調整や仲買人との交渉を個別から委員

会を中心とする体制になるような支援を図った。 

・国際貿易展、IWAM ﾊﾞｻﾞｰや Farmer’s Market への出展に合わせて直接販売

において品質以外にﾊﾟｯｹｰｼﾞも重要な販売手法である点を経験から理解を図

った。 

・既存の農産物加工に固執せず、農家による加工が可能で、地元での販売（ﾆ

ｰｽﾞが高い）に適した加工品作りの支援として、現地女性ｸﾞﾙｰﾌﾟ(Community 

Based Organization)と協力してﾊﾟﾝ、ﾋﾞｽｹｯﾄ、ｽｺｰﾝ等の製造・販売研修を実

施した。併せて、研修後も製造に係る衛生指導、原価計算を通じた販売価格

の適正化等に関して現場でのﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修を実施し、収益向上の定着を図っ

た。 

（オ） ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｲﾝﾄﾞの導入

・栽培ｶﾚﾝﾀﾞｰ作成指導を通じてﾏｰｹｯﾄﾆｰｽﾞ以外に必要とされる支出時期や概算

額を含めた栽培計画と実施を指導することで、収支に関する理解を図った。 

・鶏卵販売の利益理解のため、産卵数、販売数、投資額に関する継続した記

録と活用（原価計算、販売価格設定等）への支援を実施した。 

・小額だが、返済ﾘｽｸが低く運用が容易なﾋﾞﾚｯｼﾞﾊﾞﾝｸの活用を支援し、併せて

ﾋﾞﾚｯｼﾞﾊﾞﾝｸの設立・運用等への協力を実施した。
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・換金しやすいが訪問者への食事や自家消費される場合が多い地鶏の代わり

に繁殖力が高く、低ｺｽﾄ飼育が可能なうさぎ飼育を支援し、地鶏販売による現

金収入向上を図った。 

・加工品（ﾊﾟﾝ）販売における原価理解と計算実習を通じ、販売価格の設定、

変更を加工農家独自に継続的に実施できる様に図った。 

・鶏卵、ﾊﾟﾝにおける契約販売による収入安定化への協力を図った。

・獣医技能農家による診療報酬策定ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを実施し、薬剤原価以外に訪問

交通費等の気づきにくい雑費を含めた原価計算指導を行い、継続的な活動を

図った。（なお、診療農家の人件費はﾎﾞﾗﾝﾃｨｱである。） 

・ﾋﾞｼﾞﾈｽを開始するに際し、初期投資を銀行から調達すると利子が高くﾘｽｸが

大きいため、農家へ村銀行制度の活用を進めている。この場合調達資金が限

られるため、小規模から開始する事も利点である点を農家へ伝えている。 

（３）達成された成果 （ア） ｿﾞｰﾝﾚﾍﾞﾙの活動強化

・1 年次から継続した「ﾑｼﾞﾝﾊﾞ県農業品評会」、「IWAM ﾊﾞｻﾞｰ」、「Farmer’s

Market」および「国際貿易展」への参加により、都市部からの問い合わせ・

注文が直接農家へ行われるｹｰｽが増え、数量的にも大口の場合が多いためにﾏｰ

ｹｯﾄ委員会の活用が進んでいる。（成果指標：農業ﾌｪｱｰ等 3 回以上参加の達成） 

・直接消費者販売を経験することで仲買人の情報および仲買人への販売ﾒﾘｯﾄ/

ﾃﾞﾒﾘｯﾄの理解が促進され、委員会を通じた販売価格調整と交渉を中間業者と

行う場合がある。（成果指標：中間業者への売込み戦略の達成） 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟやｿﾞｰﾝにおける農家同士の協議と意思決定が促進し、既に納品を開

始しているｽｰﾊﾟｰでは販路として定着が進み、新規販路において販売額の適正

化を検討した上での開拓を進める様になりつつある。（成果指標：ｿﾞｰﾝ委員会

（ﾏｰｹｯﾄ委員会）主体の共同出荷・販売の達成）

・お見合いﾌｫｰﾗﾑの実施によって、新規換金作物（茄子、ﾋﾟｰﾏﾝ、人参）のﾑｼﾞ

ﾝﾊﾞﾏｰｹｯﾄ販売が開始され、中間業者と農家との情報交換が進んだ。（成果指

標：お見合いﾌｫｰﾗﾑ実施の達成、農家のﾏｰｹｯﾄ需要把握が達成） 

（イ） ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑの把握

・各ｿﾞｰﾝにて養鶏委員会が設立され、養鶏委員会が中心に養鶏ﾊﾟｽｵﾝ方法が決

められ、ｶｼﾞｮﾙｴｿﾞｰﾝ（8 農家）およびﾊﾞｸﾚｿﾞｰﾝ（8 農家）にて実施された。な

お、ﾏｶﾘｿﾞｰﾝではﾊﾟｽｵﾝ用雛導入経費の確保中にて、3 年次内には実施予定。（成

果指標：養鶏ﾊﾟｽｵﾝのほぼ達成） 

・養鶏委員会によるﾊﾟｽｵﾝ受益農民への養鶏指導ﾜｰｸｼｮｯﾌ （゚3 日間ｺｰｽ）の実施、

養鶏委員会同士の情報交換および他ｿﾞｰﾝ農家による養鶏ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施（ｶｼﾞｮﾙ

ｴ農家によるﾊﾞｸﾚ農家への指導）。（成果指標：ﾊﾟｽｵﾝ実施に伴う飼育と鶏卵生

産に関する技術伝承の達成） 

・鶏卵の戦略的生産/販売の実証として、原価計算情報、投資額、販売先情報

記録を養鶏実施農家が実施ており、定着化が進んでいる。 

・ｶｼﾞｮﾙｴｿﾞｰﾝの養鶏委員会を中心に地元中学校（寮生）と販売契約を結び、

安定販売/収入への方針が進んでいる。 

・養鶏委員会内で養鶏情報の共有を図り、ｿﾞｰﾝ委員会を通じて鶏卵情報の共

有を行っている。これに併せて、独自に養鶏を開始する農家（5 農家）も現れ

ている。 

・ﾊﾟｽｵﾝ受益農家（16 農家）全てが鶏卵生産および販売を開始している。（成

果指標：裨益農家の 50%以上が鶏卵生産/販売の開始の達成） 
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・飼料価格の急騰に対し、養鶏員会が中心に都市部、村周辺の鶏卵価格を調

査し、利益が確保されかつ需要がある販売価格の設定が農民独自で行われた。

（成果指標：生産/出荷戦略作成と共有の達成） 

（ウ） 換金作物栽培の多様化

・新規導入作物栽培をｸﾞﾙｰﾌﾟ農園から個別に開始する農家（80 農家）が現れ、

共同でｽｰﾊﾟｰへの出荷（茄子、人参、ｲﾝｹﾞﾝ、唐辛子、ﾋﾟｰﾏﾝ、ｷｭｳﾘ）も実施さ

れた。販売額は市場価格と同額かそれ以上（最大 1.7 倍）であった。（成果指

標：作付けの多様化および世帯収入向上が進んでいる。） 

・新規換金作物として生姜の栽培が 75 農家で開始され、約 200Kg 近くの種生

姜が導入、栽培が開始された。併せて、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで実施したｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰや堆肥

作り研修の内容を各ｿﾞｰﾝおよびｸﾞﾙｰﾌﾟﾚﾍﾞﾙで共有を図るための農民間研修が

自主的に 11 回実施され、早々に生姜用保管庫を作成した農家も現れた。（成

果指標：5 回以上の農民間研修の実施を達成） 

・苺栽培農家自身が知名度の低い苺の訪問販売をﾑｼﾞﾝﾊﾞ市街で実施し、販路

確認と栽培拡大が行われた。併せて、ﾊﾞｻﾞｰ参加時にも販売の試みを行い、苺

苗にも商品価値があることも学び、他ｿﾞｰﾝへの紹介と栽培が開始された。 

（エ）高収益化

・継続して品質等への信頼からｽｰﾊﾟｰへの納品が行われ、換金作物（ﾆﾝﾆｸ、ﾄﾏ

ﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ）のｸﾞﾚｰﾄﾞ化した納品が継続している。（成果指標：ｸﾞﾚｰﾄﾞ化された

2 種類以上の作物で 2 回以上の出荷販売実施の達成） 

・収益を理解した加工品（ﾊﾟﾝ）の製造販売が開始され、高需要期（ｸﾘｽﾏｽｼｰｽﾞ

ﾝ）の量産によって通常収益の 2 倍稼ぐ農家も現れた。

・主要換金作物のﾆﾝﾆｸに関する国内および周辺国の販売情報を把握し、高品

質ﾆﾝﾆｸ栽培を進める農家が増えている。 

（オ）ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｲﾝﾄﾞの導入

・栽培ｶﾚﾝﾀﾞｰ作成を通じて栽培計画の重要性を理解し、新規換金作物の導入

も含め、対象とした 6 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 125 農家の内 35 農家が実際に作付変更を行い、

他のｸﾞﾙｰﾌﾟ農家も殆どが作付け等の見直しを検討した。 

（成果指標：農民世帯の 60%以上が作付け計画を見直すを達成） 

・ｶｼﾞｮﾙｴ養鶏委員会を中心に鶏卵の契約販売を開始した。また、個別に村の

ｷｵｽｸと販売契約結ぶ農家が現れた。

・鶏卵の販売額決定に際し、原価（飼料や輸送経費）を考慮して決定できる

ようになった。 

・鶏卵販売の利益を投資して調理用油の小売販売を開始する農家が現れた。

・養鶏 BA 種を交配させ、雛の販売を行う農家が現れた。

・利益率を考慮した加工品（ﾊﾟﾝ）販売が実施され、新たな収入を得る農家が

現れている。併せて学校やｷｵｽｸ等と契約販売を行い、安定収益を図る農家も

現れている。 

（４）持続発展性 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｲﾝﾄﾞ導入の成果欄に記載したが、本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの効果にて農家個別に独

自の小規模ﾋﾞｼﾞﾈｽ（ﾊﾟﾝの契約販売、油の小売、雛販売等）を開始する農家が

徐々に現れており、今後も継続して村での小規模ﾋﾞｼﾞﾈｽにより収入を増加さ

せる農家が増えることが十分に想定できる。 

農民のｸﾞﾙｰﾌﾟ活動として、ﾄﾞﾅｰ側（本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおいては JOCA）からの投資

で開始したﾔｷﾞや養鶏のﾊﾟｽｵﾝ制度を見習い、ｸﾞﾙｰﾌﾟ内独自でのﾊﾟｽｵﾝが開始さ

れており、今後も色々とｸﾞﾙｰﾌﾟの優位性を活用した行動が開始されることが
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想定される。（例：ｶﾀﾞｳｵﾝﾀﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ⇒ﾔｷﾞ銀行/兎のﾊﾟｽｵﾝ、ﾏｵﾚｸﾞﾙｰﾌﾟ⇒豚のﾊﾟ

ｽｵﾝ、ｶﾀﾝﾀﾞｽﾞﾜｸﾞﾙｰﾌﾟ⇒豚のﾊﾟｽｵﾝ/玉葱の種子共同購入、ﾙｰﾍﾞﾝﾋﾟﾘｸﾞﾙｰﾌﾟ⇒ﾄﾏ

ﾄの種子共同購入等）

上記の通り、農民自身による持続発展の可能性は高い状況にあり、3 年次にお

いて、具体的な栽培技術（特に病害虫対策等）の実践にて農産物の生産向上

と販路開拓を支援し、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｲﾝﾄﾞ育成の支援と農民ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動の活性化を図

る事で農民が自立発展できる体制を固める予定である。 




